
介刀
口脩

NOC技術ノ ー ト No. 615 

加硫活性剤ノックマスタ ー EGS (4) 
アクリルゴムヘの応用②

前回， 特殊架橋基を有するアクリルゴムのジアミン架橋

に各種のゴム薬品を併用した場合の加硫について紹介し
') た ． 今回は， 前回に紹介した中から加硫トルクの比較的高

いDT, D, PPD, EGSについて， ビンキュア ーと加硫ゴ

ム物性について紹介する ．

表1, 2にム ー ニ ースコ ーチによるビンキュア ーについ

て示した ． ブランクは，40℃, 7日でスコ ーチを起こした ．

D, DTの併用は， ビンキュア ー を改善することはできな

いが， EGSを併用することによって 改善可能となる ．

PPDの併用は， スコ ーチが遅れる ．

表3に加硫ゴムの引張物性と硬さを示した． ブランクに

DT, D, PPD, EGSを併用すると架橋密度が増加するた

め， モジュラスが高く， 破断伸びが小さくなる．

次回， 加硫ゴムの熱老化， 圧縮永久ひずみについて紹介

する ．

実験

1. 配合

アクリルゴム※ 1 100, HAF 55, ステアリン酸1, CD 2,

加工助剤 ※ 2 0.2, ヘキサメチレンジアミンカ ー バメイト ※ 3

0.6, 試料 2.0
※ 1PA-522HF (ユニマテック（株）） ※ 2フォスファノ ー ル

RL210 (東邦化学工業（株）） ※ 3ケミノックスAC-6 (ユ

ニマテック（株））

2. 試験項目

(1)ムー ニースコ ーチ試験；125℃, ML

未加硫ゴム貯蔵温度；40℃ 

(2)引張試験

(3)硬さ試験；デュロメ ー タ ーA

加硫条件；一次加硫（プレス） 175℃ X 20分

二次加硫（熱風） 175℃ X4時間
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

もので はありません ．

表l 貯蔵B数と最低粘度

Vm 

貯蔵日数 初期 7 B 14日
ブランク 43 99 

OT 43 96 
D 47 

PPD 37 50 50 
EGS 42 57 62 

ーは測定不可

表2 貯蔵H数とスコ ー チタイム

t5 [min] 

貯蔵B数 初期 7日 14日
ブランク 5.0 

OT 4.4 
D 4.0 

PPD 21.6 >60 >60
EGS 5.8 5.2 6.4

ーは測定不可

表3 加硫ゴム物性

ブランク DT D EGS PPD 
TS [MPa] 12.9 12.7 13.1 13.3 12.2 
Eb [%] 240 190 210 210 180 

引張試験
M10。 [MPa] 4.5 6.0 5.7 6.8 5,5 

M,00 [MPa] 11.1 12.7 12.8 
硬さ試験 H,1 62 65 63 65 72 
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